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族性地中海熱（FMF）インフラマソームシグナル伝達異常をゲノム創薬で解決する開発研究. 日本医療研究開発機構

研究費（難治性疾患等実用化研究事業）分担研究報告書. 2017. 

3. 玉井慎美，永吉真子，山梨啓友，有馬和彦，青柳 潔，前田隆浩，川上 純．リウマチ検診の試み．日本内科学会雑

誌．2017． 

4. 玉井慎美，清水俊匡，高谷亜由子，梅田雅孝，福井翔一，西野文子，古賀智裕，川㞍真也，岩本直樹，一瀬邦弘，中

村英樹，折口智樹，川下由美子，梅田正博，上谷雅孝，佐藤俊太朗，川上 純．関節リウマチと歯周疾患．日本臨床

免疫学会雑誌．2017． 

5. 松田文彦, 山野嘉久, 内丸 薫, 松岡雅雄, 岡山昭彦, 川上 純, 石塚賢治. ヒトとウイルスのゲノム情報と臨床情報

の統合による HTLV-1 関連疾患の診療支援全国ネットワークの確立. 日本医療研究開発機構研究費（臨床ゲノム情報

統合データベース整備事業）分担研究報告書. 2017. 

6. 池田 啓, 川上 純, 大野 滋, 神島 保, 小笠原倫大. 関節エコーによる関節リウマチ診療の最適化・標準化. 日本

医療研究開発機構研究費 難治性疾患等実用化研究事業 免疫アレルギー疾患等実用化研究事業（免疫アレルギー疾患

実用化研究分野）分担研究報告書.2017. 



 6 

7. 住田孝之（代表）, 浅島弘充，東 直人，小川葉子，川上 純，川野光弘，斎藤一郎，佐野 統，清水俊匡，鈴木勝

也，鈴木康倫，住田孝之，高橋広行，高村悦子，竹内 勤，田中昭彦，田中真生，田中良哉，坪井洋人，坪田一男，

冨坂美奈子，中村誠司，中村英樹，西山 進，平田信太郎，廣田智哉，三森紀世，森山雅文，山川範之，吉原俊雄，

梁 洪淵. シェーグレン症候群 診療ガイドライン 2017 年版 厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患等政策研究

事業自己免疫疾患に関する調査研究班. 診断と治療社. 2017, 4. 

8. 上阪 等, 住田孝之, 渥美達也, 田中良哉, 森 雅亮, 神田 隆, 藤本 学, 川口鎮司, 小林一郎, 神人正寿, 中嶋 蘭, 
川上 純, 正木康史, 中村誠司, 坪田一男, 高村悦子, 冨板美奈子, 竹内 勤, 天野浩文, 石井智徳, 廣畑俊成, 湯澤

由紀夫, 武井修治, 藤井隆夫, 桑名正隆, 亀田秀人, 藤尾圭志, 室 慶直, 伊藤保彦, 三村俊英, 川畑仁人, 岡本奈美, 
清水正樹, 太田晶子, 山田 亮. 自己免疫疾患に関する調査研究. 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患等政策研

究事業）分担研究報告書.2017. 

9. 吉崎和幸, 岡本真一郎, 水木満佐央, 青木定夫, 川端 浩, 正木康史, 中村栄男, 小島 勝, 中塚伸一, 矢野真吾, 川上 

純, 宇野賀津子, 石垣靖人, 井手 眞. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候

群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に関する調査研究. 厚生労働省科

学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

10. 冨田哲也, 亀田秀人, 竹内 勤, 松井 聖, 渥美達也, 松野博明, 中村好一, 杉本英治, 岡本奈美, 森田明理, 高木理彰, 
岸本暢将, 西本憲弘, 川上 純, 中島康晴, 門野夕峰, 中島康晴, 小林茂人, 田村直人, 山村昌弘. 脊椎関節炎の疫学調

査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究. 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾患

等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

11. 山野嘉久, 中山健夫, 亀井 聡, 吉良潤一, 郡山達男, 岡山昭彦, 川上 純, 湯沢賢治, 中川正法, 中村龍文, 久保田龍

二, 松浦英治, 松尾朋博, 高田礼子, 井上永介, 鴨居功樹, 中島 孝, 村井弘之, 内丸 薫. HAM ならびに HTLV-1 陽性

難治性疾患に関する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイドラインの作成. 厚生労働省科学研究費補助金（難治性疾

患等政策研究事業）分担研究報告書.2017. 

B-e 
1. 西野文子，松坂雄亮，野口明恵，久芳さやか，前田隆浩，安武 亨，永田康浩：地域包括ケア臨床実習の学習効果と

学生に与える影響の検討．医学教育 48 : 101, 2017． 

2. 松坂雄亮，西野文子，野口郁惠，久芳さやか，安武 亨，前田隆浩，永田康浩：多職種連携教育はいつ必要か？〜医

学部生に対する多職種連携志向性調査から〜．医学教育 48 : 119, 2017． 

3. 久芳さやか，西野文子，松坂雄亮，野口郁惠，永田康浩．当センター主催のキャリア教育をふりかえって．医学教育

48 : 218, 2017． 

4. 藤田文彦、三浦伊代、樋口則英、山野修平、世羅至子、山口大樹、久松徳子、稲岡奈津子、松永典子、田嶋真理子、

田島純子．長崎大学病院及び長崎西彼地区の NST 活動状況について～第 7 回長崎西彼 NST 研究会のアンケート結果

～.長崎医学会雑誌 92(1):12-16, 2017. 

5. 川㞍真也，折口智樹，川野充弘，山本元久，和泉泰衛，中村英樹，前田隆浩，川上 純．IgG4 関連疾患における線維

化バイオマーカーの検討. 第 61 回日本リウマチ学会総会 

6. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，日

髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上 純．アバタセプト治療関節リウマチ患者における骨関連

バイオマーカーの評価：九州地区多施設共同 RA 超音波前方視的コホート研究. 第 61 回日本リウマチ学会総会． 

7. 川㞍真也，西野文子，植木幸孝，榮樂信隆，吉玉珠美，岡田覚丈，松岡直樹，藤川敬太，有信洋二郎，濱田浩朗，日

髙利彦，永野修司，都留智巳，多田芳史，前田隆浩，川上 純．バイオマーカーと超音波指標で解析する関節リウマ

チにおける生物学的製剤治療の有効性の評価：九州地区多施設共同 RA 超音波コホート研究. 第 61 回日本リウマチ学

会総会． 

8. 川㞍真也，川上 純．関節リウマチ治療のエビデンスと経験から．第 45 回日本臨床免疫学会． 

9. 川㞍真也，川上 純．関節リウマチの病態解析：超音波とバイオマーカー．第 32 回日本臨床リウマチ学会総会． 
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研究業績集計表 教室等名：301 内科学第一

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2017 53 1 0 0 0 54 52 9 18 3 11 9 50 104

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2017 0 0 30 30 11 18 120 149 179

論文総数に係る教員生産係数一覧

2017

Impact factor 値一覧

2017

A-b B-b

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

0.519 3.176 0.963 3.059

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

135.96 7.998 2.615  


